
五
五
三

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
一
節　

紀
律　
　

（
四
五
〇
、
四
五
一
）

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴

第
一
節　

紀
律

四
五
〇　

議
員
は
、
議
場
又
は
委
員
会
議
室
に
お
い
て
は
互
い
に
敬
称
を
用

い
る

議
員
は
、
議
場
又
は
委
員
会
議
室
に
お
い
て
は
互
い
に
敬
称
と
し
て
「
君
」
を
用
い
る
。

四
五
一　

議
長
は
、
議
員
の
発
言
が
法
規
に
違
い
そ
の
他
議
院
の
品
位
を
傷

つ
け
る
と
き
は
、
注
意
を
与
え
、
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
そ
の
取

消
し
を
命
ず
る

議
院
の
会
議
に
お
い
て
、
議
員
の
発
言
が
、
議
題
の
外
に
わ
た
り
若
し
く
は
発
言
の
範
囲
を
超
え
る
と
き
、
制
限
時
間

若
し
く
は
協
定
時
間
を
超
え
る
と
き
、
無
礼
若
し
く
は
他
人
の
私
生
活
に
わ
た
る
と
き
等
法
規
に
違
い
そ
の
他
議
院
の

規 

第
二
〇
八

条

国 
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一
条
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一
一
六

条

　

 

第
一
一
九

条

規 

第
一
〇
〇

条

　

 

第
一
〇
三

条

　

 

第
一
〇
五

条

　

 

第
二
〇
七

条

　

 

第
二
〇
八

条



五
五
四

品
位
を
傷
つ
け
る
と
き
は
、
議
長
は
、
発
言
者
に
対
し
注
意
を
与
え
、
発
言
を
禁
止
し
、
発
言
者
の
降
壇
を
命
じ
、
又

は
発
言
の
取
消
し
を
命
ず
る
。

参
照　

二
六
三
号
、
二
六
八
号
、
二
六
九
号
、
二
七
二
号
、
二
七
四
号
、
二
九
七
号
、
三
八
一
号

四
五
二　

国
会
法
第
百
二
十
条
に
よ
る
処
分
要
求
の
取
扱
い
に
関
す
る
例

議
院
の
会
議
、
委
員
会
又
は
調
査
会
に
お
い
て
、
侮
辱
を
被
っ
た
議
員
は
、
こ
れ
を
議
院
に
訴
え
て
処
分
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

処
分
要
求
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
第
七
十
八
回
国
会
昭
和
五
十
一
年
十
月
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い

て
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

国
会
法
第
百
二
十
条
に
よ
る
処
分
要
求
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一
、
処
分
要
求
は
、
文
書
に
よ
り
理
由
を
付
し
て
議
長
に
提
出
す
る
。

二
、
処
分
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
こ
れ
を
議
院
運
営
委
員
会
に
諮
問
す
る
。

三
、 

議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
は
、
ま
ず
理
事
会
で
協
議
し
、
処
分
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
委
員
会
に

お
い
て
被
侮
辱
議
員
に
対
す
る
陳
謝
、
発
言
の
取
消
等
処
分
の
内
容
を
決
定
し
て
こ
れ
を
議
長
に
答
申
す
る
。

国 

第
五
四

条
の
四

　

 

第
一
二
〇

条



五
五
五

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
一
節　

紀
律　
　

（
四
五
二
、
四
五
三
）

議
長
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
処
置
を
と
る
。

な
お
、
従
来
、
不
穏
当
発
言
に
対
す
る
処
置
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
議
院
運
営
委
員
会
の
理
事
会
で
決
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
各
会
派
に
異
議
が
な
い
場
合
に
は
、
同
理
事
会
の
決
定
で
議
長
に
答
申
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
。

四
、
議
院
運
営
委
員
会
又
は
同
理
事
会
に
お
い
て
処
分
を
要
し
な
い
と
決
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
議
長
に
答
申
す

る
。
議
長
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
処
分
を
行
わ
な
い
旨
を
処
分
要
求
議
員
に
通
知
す
る
。

五
、
処
分
要
求
は
、
議
院
運
営
委
員
会
が
議
長
に
答
申
す
る
ま
で
は
、
何
時
で
も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
五
三　

国
会
法
第
百
二
十
条
に
よ
る
処
分
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
例

第
七
十
八
回
国
会　

昭
和
五
十
一
年
十
月
六
日
立
木
洋
君
か
ら
国
務
大
臣
稻
葉
修
君
に
対
す
る
処
分
要
求
書
が
、
議
長

に
提
出
さ
れ
た
。
な
お
、
本
件
は
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
が
、
結
論
を
得
る
に
至
ら
な

か
っ
た
。

第
百
四
十
五
回
国
会　

平
成
十
一
年
八
月
十
日
平
野
貞
夫
君
か
ら
円
よ
り
子
君
に
対
す
る
処
分
要
求
書
が
、
議
長
に
提

出
さ
れ
た
。
な
お
、
本
件
は
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
が
、
結
論
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

国 

第
一
二
〇

条



五
五
六

四
五
四　

議
員
は
、
議
場
に
お
い
て
は
必
ず
上
着
を
着
用
す
る

議
員
は
、
議
場
に
お
い
て
は
必
ず
上
着
を
着
用
す
る
。

（
注
）
第
十
回
国
会
閉
会
後
昭
和
二
十
六
年
八
月
十
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
議
員
は
議
場
に
お
い
て
は
夏
季
で
あ
っ
て
も

必
ず
上
着
を
着
け
る
こ
と
と
す
る
従
来
の
慣
行
を
確
認
し
た
。

第
百
八
十
七
回
国
会
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
参
議
院
規
則
第
二
百
七
条
の
精

神
を
踏
ま
え
、
議
場
に
ふ
さ
わ
し
い
品
位
あ
る
服
装
と
す
る
こ
と
と
し
、
議
場
又
は
委
員
会
議
室
に
入
る
者
は
、
参
議
院
規
則

第
二
百
九
条
に
お
い
て
着
用
又
は
携
帯
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
帽
子
、
外
と
う
、
襟
巻
、
傘
、
つ
え
の
類
に
当
た
る
と
疑
義
を
持

た
れ
な
い
よ
う
に
す
る
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

四
五
五　

夏
季
に
お
け
る
院
内
の
服
装
に
関
す
る
例

夏
季
に
お
け
る
院
内
の
服
装
に
つ
い
て
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
申
合
せ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

主
な
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
六
十
二
回
国
会　

平
成
十
七
年
五
月
三
十
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

規 

第
二
〇
七

条

　

 

第
二
〇
九

条

規 

第
二
〇
七

条



五
五
七

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
一
節　

紀
律　
　

（
四
五
四
、
四
五
五
）

策
等
の
観
点
か
ら
、
夏
季
の
期
間
中
（
毎
年
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
）、
院
内
（
委
員
会
室
を
含
む
）

に
お
い
て
は
上
着
、
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
な
い
こ
と
を
可
と
す
る
が
、
議
場
に
お
い
て
は
従
来
の
と
お
り
必
ず
上

着
を
着
用
す
る
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

第
百
七
十
七
回
国
会　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
今
般
の
電
力
需
給

逼
迫
に
対
応
す
る
た
め
、
五
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
院
内
（
委
員
会
室
を
含
む
）
に
お
い
て
は
上
着
、

ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
な
い
こ
と
も
可
と
す
る
が
、
品
位
あ
る
服
装
を
心
が
け
る
も
の
と
し
、
議
場
に
お
い
て
は
従

来
の
と
お
り
必
ず
上
着
を
着
用
す
る
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

第
百
九
十
回
国
会　

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
等
の
観
点
か
ら
、
五
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
院
内
（
委
員
会
室
を
含
む
）
に
お
い
て
は
上
着
、
ネ
ク

タ
イ
を
着
用
し
な
い
こ
と
も
可
と
す
る
が
、
品
位
あ
る
服
装
を
心
が
け
る
も
の
と
し
、
議
場
に
お
い
て
は
従
来
の

と
お
り
必
ず
上
着
を
着
用
す
る
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

第
百
九
十
六
回
国
会　

平
成
三
十
年
四
月
二
十
六
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
等
の
観
点
か
ら
、
五
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
院
内
（
委
員
会
室
を
含
む
）
に
お
い
て
は
上
着
、
ネ
ク

タ
イ
を
着
用
し
な
い
こ
と
も
可
と
す
る
が
、
品
位
あ
る
服
装
を
心
が
け
る
も
の
と
し
、
議
場
に
お
い
て
は
従
来
の

と
お
り
必
ず
上
着
を
着
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
十
月
の
服
装
に
つ
い
て
は
政
府
が
軽
装
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ



五
五
八

と
に
鑑
み
、
各
自
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

四
五
六　

議
場
又
は
委
員
会
議
室
に
お
い
て
は
、
議
長
へ
の
届
出
又
は
議
長

の
許
可
に
よ
り
、
歩
行
補
助
の
た
め
つ
え
等
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る

議
場
又
は
委
員
会
議
室
に
お
い
て
、
国
会
議
員
及
び
国
会
議
員
以
外
の
出
席
者
（
国
会
議
員
で
な
い
国
務
大
臣
、
政
府
特
別

補
佐
人
、
政
府
参
考
人
、
公
述
人
、
証
人
、
参
考
人
等
）
は
、
議
長
へ
届
け
出
て
、
こ
れ
ら
以
外
の
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得

て
、
歩
行
補
助
の
た
め
つ
え
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
車
椅
子
又
は
上
履
き
を
使
用
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

ま
た
、
つ
え
等
の
使
用
が
長
期
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
会
期
中
又
は
任
期
中
の
使
用
に
つ
い
て
届
出
を

し
、
又
は
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
え
等
に
つ
い
て
会
期
中
の
使
用
を
届
け
出
た
者
又
は
許
可
さ
れ
た
者
は
、
閉
会
中
に
お
け
る
使
用
に
つ
い
て
改
め
て

届
出
を
し
、
又
は
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

参
照　

四
五
号

規 

第
二
〇
九

条



五
五
九

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
一
節　

紀
律　
　

（
四
五
六
―
四
五
八
）

四
五
七　

議
場
に
国
務
大
臣
が
秘
書
官
等
を
帯
同
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
例

第
二
十
一
回
国
会　

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
二
日
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
歩
行
不
自
由
の
た
め
、
議
員
秘
書
を
議

場
に
帯
同
し
た
い
旨
を
申
し
出
た
の
で
、
議
長
は
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。
以
後
第
二
十
五
回
国
会
ま
で
毎
国
会
こ
れ

を
許
可
し
た
。

同　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
三
日
重
光
外
務
大
臣
か
ら
、
歩
行
不
自
由
の
た
め
、
秘
書
官
を
議
場
に
帯

同
し
た
い
旨
を
申
し
出
た
の
で
、
議
長
は
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。
第
二
十
二
回
国
会
に
も
こ
れ
を
許
可
し
た
。

第
四
十
六
回
国
会　

昭
和
三
十
九
年
三
月
十
二
日
賀
屋
法
務
大
臣
か
ら
、
歩
行
不
自
由
の
た
め
、
秘
書
官
及
び
議
員
秘

書
を
議
場
に
帯
同
し
た
い
旨
を
申
し
出
た
の
で
、
翌
十
三
日
議
長
は
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。

四
五
八　

議
長
の
許
可
な
く
し
て
演
壇
に
登
っ
た
議
員
の
降
壇
を
命
じ
た
例

第
十
六
回
国
会　

昭
和
二
十
八
年
八
月
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、「
労
働
委
員
会
で
審
査
中
の
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱

業
に
お
け
る
争
議
行
為
の
方
法
の
規
制
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
国
会
法
第
五
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、

同
委
員
会
委
員
長
を
し
て
次
会
の
本
会
議
の
劈
頭
に
中
間
報
告
を
さ
せ
、
報
告
時
間
を
一
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
の

国 

第
一
一
六

条

規 

第
二
一
三

条



五
六
〇

動
議
」
の
表
決
を
記
名
投
票
に
よ
り
執
行
中
、
議
長
河
井
彌
八
君
は
、
投
票
時
間
を
制
限
し
、
制
限
時
間
に
達
し
た

の
で
投
票
箱
の
閉
鎖
を
命
じ
た
が
、
多
数
の
議
員
が
登
壇
し
て
い
た
た
め
、
議
長
は
、
議
員
の
降
壇
を
命
ず
る
と
と

も
に
、
衛
視
に
そ
の
執
行
を
命
じ
た
。
衛
視
執
行
後
、
議
長
は
投
票
の
結
果
を
報
告
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

参
照　

三
四
五
号

四
五
九　

議
場
北
側
出
入
口
の
出
入
者
に
関
す
る
例

議
場
北
側
出
入
口
か
ら
出
入
す
る
者
は
、
議
長
、
副
議
長
、
事
務
総
長
、
国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
、

大
臣
政
務
官
、
政
府
特
別
補
佐
人
、
衆
議
院
の
委
員
長
又
は
発
議
者
及
び
会
議
の
事
務
を
執
る
職
員
並
び
に
議
長
が
特

に
必
要
と
認
め
許
可
し
た
者
と
す
る
が
、
本
院
の
職
員
又
は
国
務
大
臣
等
の
秘
書
官
は
、
事
務
連
絡
の
た
め
一
時
出
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
照　

二
三
三
号
、
三
四
二
号



五
六
一

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
一
節　

紀
律　
　

（
四
五
九
―
四
六
一
）

四
六
〇　

議
員
は
、
そ
の
任
期
中
議
員
記
章
を
帯
用
す
る

議
員
に
は
議
員
記
章
を
交
付
し
、
議
員
は
、
そ
の
任
期
中
こ
れ
を
帯
用
す
る
。

な
お
、
議
員
で
あ
っ
た
者
に
は
、
前
議
員
記
章
を
交
付
す
る
。

四
六
一　

議
院
に
出
入
す
る
者
は
、
記
章
を
帯
用
す
る
こ
と
を
要
す
る

議
院
に
出
入
す
る
者
は
、
記
章
を
帯
用
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

政
府
特
別
補
佐
人
、
会
計
検
査
院
長
、
検
査
官
、
最
高
裁
判
所
長
官
又
は
そ
の
指
定
す
る
代
理
者
に
は
政
府
特
別
補
佐

人
記
章
を
、
各
官
庁
職
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
秘
書
官
記
章
及
び
公
務
員
記
章
を
、
新
聞
記
者
等
に
は
記
者
記
章
を
、
議
員

秘
書
に
は
議
員
秘
書
記
章
を
、
各
会
派
の
事
務
員
に
は
政
党
事
務
員
記
章
を
、
参
議
院
職
員
に
は
職
員
記
章
を
、
そ
の

他
の
者
に
は
所
定
の
記
章
又
は
腕
章
を
交
付
す
る
。

な
お
、
国
会
議
員
で
な
い
国
務
大
臣
等
に
は
政
府
特
別
補
佐
人
記
章
を
交
付
す
る
。

（
注
）
議
院
の
会
議
を
傍
聴
す
る
一
般
の
者
に
つ
い
て
は
、
公
衆
傍
聴
券
を
交
付
し
、
公
衆
傍
聴
席
に
限
っ
て
出
入
を
許
可
す
る
。

ま
た
、
議
院
内
の
参
観
を
許
可
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
記
章
等
を
交
付
す
る
こ
と
な
く
、
衛
視
が
こ
れ
を
導
く
。



五
六
二

参
照　

四
七
〇
号
―
四
七
二
号

四
六
二　

議
長
は
、
議
院
の
秩
序
保
持
の
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
は
、
面
会
者
等
の
院
内
通
行
を
制
限
し
又
は
禁
止
す
る

議
長
は
、
議
院
の
秩
序
保
持
の
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
面
会
者
等
の
院
内
通
行
を
制
限
し
又
は

禁
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
主
な
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
五
日
議
長
河
井
彌
八
君
は
、
陳
情
を
目
的
と
す
る
多
数
の
面
会
希
望

者
の
院
内
通
行
に
つ
い
て
、
議
院
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
、
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
。

同　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
六
月
三
日
ま
で
の
間
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
案
外
一
案
の
審
議
に
際
し
、
議
長
松
野
鶴
平
君
は
、
議
院
の
秩
序
を
保
持
す
る
た
め
、
議
員
、

国
務
大
臣
、
政
府
委
員
等
に
対
す
る
面
会
の
た
め
の
院
内
通
行
を
禁
止
し
た
。

第
三
十
七
回
国
会　

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
九
日
議
長
松
野
鶴
平
君
は
、
陳
情
を
目
的
と
す
る
多
数
の
面
会
希
望
者

の
院
内
通
行
に
つ
い
て
、
議
院
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
、
そ
の
数
を
代
表
三
十
名
に
制
限
し
、
こ

れ
を
許
可
し
た
。

国 

第
一
九
条

　

 

第
一
一
四

条

規 

第
二
一
七

条



五
六
三

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
一
節　

紀
律　
　

（
四
六
二
、
四
六
三
）

第
二
節　

警
察　
　

（
四
六
四
）

な
お
、
大
臣
室
又
は
各
省
政
府
控
室
に
お
け
る
面
会
者
等
の
数
は
、
十
名
以
内
に
制
限
す
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

四
六
八
号
、
四
七
三
号

四
六
三　

院
内
に
お
け
る
録
音
、
撮
影
等
は
、
議
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

を
要
す
る

院
内
に
お
い
て
録
音
、
録
画
又
は
映
画
若
し
く
は
写
真
の
撮
影
等
を
行
う
場
合
に
は
、
議
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を

要
す
る
。
こ
の
場
合
、
新
聞
社
等
は
、
一
会
期
を
通
じ
て
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
照　

四
七
五
号

第
二
節　

警
察

四
六
四　

議
院
警
察
権
の
範
囲
は
、
議
事
堂
の
囲
障
内
と
す
る

議
院
の
紀
律
を
保
持
す
る
た
め
の
内
部
警
察
の
権
は
、
議
長
が
こ
れ
を
行
う
が
、
議
院
警
察
権
の
範
囲
は
、
議
事
堂
の

（
規 

第
二

二

三

二

二

三

条
）

国 

第
一
九
条

　

 

第
一
一
四

条

規 

第
二
一
七

条



五
六
四

囲
障
内
と
す
る
。

四
六
五　

衛
視
は
、
議
院
内
部
の
警
察
を
行
う

衛
視
は
、
議
長
の
指
揮
の
下
に
、
議
院
内
部
の
警
察
を
行
う
。
衛
視
が
そ
の
職
務
を
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
会

法
及
び
参
議
院
規
則
の
ほ
か
、
参
議
院
傍
聴
規
則
、
参
議
院
記
章
規
程
、
衛
視
執
務
規
程
等
に
よ
る
。

四
六
六　

議
院
に
お
い
て
必
要
と
す
る
警
察
官
は
、
議
長
の
要
求
に
よ
り
召

集
日
の
前
日
か
ら
派
出
さ
れ
る
の
を
例
と
す
る

議
院
に
お
い
て
必
要
と
す
る
警
察
官
は
、
議
長
の
内
閣
に
対
す
る
要
求
に
よ
り
、
召
集
日
の
前
日
か
ら
会
期
終
了
日
の

翌
日
ま
で
派
出
さ
れ
る
の
を
例
と
す
る
。

な
お
、
議
長
は
、
閉
会
中
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
警
察
官
の
派
出
を
要
求
す
る
こ
と
が
あ
る
。

規 

第
二
一
七

条

　

 

第
二
一
八

条

国 

第
一
一
五

条



五
六
五

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
二
節　

警
察　
　

（
四
六
五
―
四
六
七
）

四
六
七　

議
院
に
派
出
さ
れ
た
警
察
官
は
、
原
則
と
し
て
議
事
堂
外
の
警
察

を
行
う

議
院
に
派
出
さ
れ
た
警
察
官
は
、
議
長
の
指
揮
の
下
に
議
事
堂
外
の
警
察
を
行
う
。
た
だ
し
、
議
長
が
特
に
必
要
と
認

め
議
事
堂
内
の
警
察
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
六
月
二
日
に
お
け
る
議
院
内
の
混
乱
に
際
し
、
議
長
松
野
鶴
平
君
は
、
衛
視
の

み
で
は
そ
の
秩
序
を
回
復
し
議
事
の
進
行
を
図
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
、
特
に
内
閣
に
対
し
五
百
人
の
警
察
官
の

派
出
を
要
求
し
、
こ
れ
を
議
事
堂
内
に
入
れ
秩
序
の
回
復
に
当
た
ら
し
め
た
。
そ
の
際
、
警
棒
及
び
け
ん
銃
は
取

り
外
さ
せ
た
。
な
お
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、「
文
教
委
員
会
で
審
査
中
の
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
案
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
に
関

す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
直
ち
に
文
教
委
員
長
の
中
間
報
告
を
求
め
る
こ
と
の
動
議
」
を
記
名
投
票
を
も
っ
て
採

決
す
る
に
当
た
り
、
演
壇
及
び
議
長
席
周
辺
が
混
乱
に
陥
っ
た
た
め
、
議
長
は
、
警
察
官
二
十
人
を
議
場
に
入
れ

た
。
議
長
は
、
秩
序
回
復
後
直
ち
に
警
察
官
の
退
場
を
命
じ
た
。

国 
第
一
一
五

条

規 

第
二
一
八

条



五
六
六

四
六
八　

院
内
に
お
い
て
秩
序
を
乱
し
た
者
を
院
外
に
退
去
さ
せ
又
は
警
察

官
庁
に
引
き
渡
し
た
例

議
員
以
外
の
者
が
議
院
内
部
に
お
い
て
秩
序
を
乱
し
た
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
を
院
外
に
退
去
さ
せ
、
必
要
な
場
合

は
警
察
官
庁
に
引
き
渡
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
主
な
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
院
外
に
退
去
さ
せ
た
例

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
五
月
十
三
日
議
員
控
室
に
お
い
て
、
議
員
に
面
会
し
た
者
が
、
そ
の
後
、
当
該
議

員
か
ら
退
去
を
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
の
で
、
衛
視
が
そ
の
面
会
人
を
院
外
に
退

去
さ
せ
た
。

㈡　
警
察
官
庁
に
引
き
渡
し
た
例

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
四
月
十
六
日
議
事
堂
屋
上
に
不
法
侵
入
し
た
者
が
、
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
文
書
を
散

布
し
て
議
院
内
の
秩
序
を
乱
し
た
の
で
、
衛
視
が
こ
れ
を
拘
束
し
、
議
長
河
井
彌
八
君
の
命
に
よ
り
、
警
察
官
庁

に
引
き
渡
し
た
。

参
照　

四
六
二
号
、
四
七
四
号

国 

第
一
一
八

条
の
二

規 

第
二
一
九

条



五
六
七

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
二
節　

警
察　
　

（
四
六
八
）

第
三
節　

傍
聴　
　

（
四
六
九
、
四
七
〇
）

第
三
節　

傍
聴

四
六
九　

傍
聴
席
は
、
皇
族
席
、
貴
賓
席
、
外
国
外
交
官
席
、
衆
議
院
議
員

席
、
公
務
員
席
、
公
衆
席
及
び
新
聞
記
者
席
に
分
け
る

傍
聴
席
は
、
皇
族
席
、
貴
賓
席
、
外
国
外
交
官
席
、
衆
議
院
議
員
席
、
公
務
員
席
、
公
衆
席
及
び
新
聞
記
者
席
に
分
け

る
。

参
照　

五
五
三
号
―
五
五
五
号

四
七
〇　

議
員
紹
介
の
公
衆
傍
聴
券
は
、
会
議
の
当
日
議
員
に
交
付
す
る�

一
般
の
公
衆
傍
聴
券
は
、
会
議
の
当
日
先
着
順
に
よ
り
交
付
す
る

議
員
紹
介
の
公
衆
傍
聴
券
は
、
会
議
の
当
日
各
議
員
に
一
枚
ず
つ
こ
れ
を
交
付
す
る
。

一
般
の
公
衆
傍
聴
券
は
、
会
議
の
当
日
先
着
順
に
よ
り
こ
れ
を
交
付
す
る
。

（
注
）
参
議
院
傍
聴
規
則
は
十
歳
未
満
の
児
童
は
特
に
許
可
が
あ
っ
た
場
合
に
限
っ
て
傍
聴
で
き
る
旨
定
め
て
い
る
が
、
第
百
九
十
六

規 

第
二
二
〇

条

憲 

第
五
七
条

規 

第
二
二
二

条



五
六
八

回
国
会
平
成
三
十
年
七
月
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
保
護
者
等
が
同
伴
す
る
十
歳
未
満
の
小
学
生
は
原
則

と
し
て
傍
聴
を
許
可
す
る
こ
と
、
小
学
生
未
満
の
者
や
十
歳
未
満
の
小
学
生
の
団
体
は
議
長
の
許
可
を
得
る
旨
の
決
定
が
あ
っ

た
。参

照　

四
六
号
、
四
六
一
号

四
七
一　

会
議
の
短
時
間
傍
聴
に
関
す
る
例

議
員
の
紹
介
が
あ
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
希
望
に
よ
り
、
会
議
の
短
時
間
傍
聴
を
認
め
る
。
こ
の
場
合
の
公
衆
傍

聴
券
は
、
各
団
体
の
代
表
者
に
一
枚
ず
つ
こ
れ
を
交
付
す
る
。

（
注
）
第
九
十
四
回
国
会
閉
会
後
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
本
院
の
参
観
を
希
望
す
る

団
体
が
会
議
の
た
め
参
観
で
き
な
い
と
き
に
、
参
観
に
代
え
て
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
傍
聴
時
間
指
定

（
十
五
分
乃
至
三
十
分
）
の
傍
聴
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
手
続
は
簡
略
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

参
照　

四
六
一
号



五
六
九

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
三
節　

傍
聴　
　

（
四
七
一
―
四
七
三
）

四
七
二　

外
国
外
交
官
傍
聴
券
及
び
公
務
員
傍
聴
券
は
、
一
会
期
通
用
の
も

の
を
交
付
す
る�

新
聞
記
者
等
に
つ
い
て
は
、
議
院
が
交
付
す
る
記
者
記
章
に
よ
り

傍
聴
を
認
め
る

外
国
外
交
官
傍
聴
券
及
び
公
務
員
傍
聴
券
は
、
そ
の
申
出
に
よ
り
、
毎
会
期
の
始
め
に
一
会
期
通
用
の
も
の
を
交
付
す

る
。

新
聞
記
者
等
に
つ
い
て
は
、
傍
聴
章
を
交
付
す
る
こ
と
な
く
、
別
に
議
院
が
交
付
す
る
記
者
記
章
に
よ
り
傍
聴
を
認
め

る
。

参
照　

四
六
一
号

四
七
三　

議
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
傍
聴
人
の
数
を
制
限
す
る

議
長
は
、
秩
序
保
持
の
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
傍
聴
券
の
発
行
を
制
限
し
、
又
は
傍
聴
券
を
所

規 

第
二
二
〇

条

　

 

第
二
二
一

条

　

 

第
二
二
三

条

規 

第
二
二
五

条

　

 

第
二
二
六

条



五
七
〇

持
す
る
者
で
も
傍
聴
を
許
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
傍
聴
券
の
発
行
を
制
限
し
た
例

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
七
年
七
月
二
日
議
長
佐
藤
尚
武
君
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
、
同
日
の
会
議
（
破

壊
活
動
防
止
法
案
外
二
案
の
審
議
）
の
一
般
の
公
衆
傍
聴
券
の
発
行
を
三
十
枚
に
制
限
し
た
。

㈡　
傍
聴
券
を
所
持
す
る
者
の
傍
聴
を
許
さ
な
か
っ
た
例

第
十
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
二
月
十
九
日
公
衆
傍
聴
券
を
所
持
し
た
者
の
う
ち
に
酒
気
を
帯
び
た
者
が
あ
っ
た
の

で
、
衛
視
は
こ
の
者
の
傍
聴
を
許
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

参
照　

四
六
二
号

四
七
四　

傍
聴
人
が
傍
聴
規
則
に
違
反
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
制
止
し
、
又

は
退
場
さ
せ
、
必
要
な
場
合
は
、
こ
れ
を
警
察
官
庁
に
引
き
渡
す

傍
聴
人
は
、
国
会
法
、
本
院
規
則
及
び
議
長
の
定
め
た
傍
聴
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
こ
れ
に
違
反
し
議

事
の
妨
害
を
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
制
止
し
、
又
は
退
場
さ
せ
、
必
要
な
場
合
は
、
こ
れ
を
警
察
官
庁
に
引
き
渡
す
。

国 

第
一
一
八

条

規 

第
二
二
七

条

　

 

第
二
二
八

条

　

 

第
二
三
〇

条



五
七
一

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
三
節　

傍
聴　
　

（
四
七
四
）

そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
退
場
さ
せ
た
例

第
七
回
国
会　

昭
和
二
十
五
年
四
月
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、
昭
和
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
外
三
案
の
表
決
を

記
名
投
票
に
よ
り
執
行
中
、
公
衆
傍
聴
席
の
傍
聴
人
が
大
声
を
発
し
て
議
事
を
妨
害
し
た
の
で
、
衛
視
は
こ
れ
を

退
場
さ
せ
た
。

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
五
月
十
四
日
の
会
議
に
お
い
て
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
政
治
的
中

立
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
外
一
案
の
討
論
中
、
公
衆
傍
聴
席
の
傍
聴
人
が
拍
手
し
た
の
で
、
衛
視
が
こ
れ
を
制

止
し
た
が
、
な
お
拍
手
を
続
け
議
事
の
妨
害
を
し
た
の
で
、
こ
れ
を
退
場
さ
せ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

㈡　
警
察
官
庁
に
引
き
渡
し
た
例

第
百
二
十
回
国
会　

平
成
三
年
一
月
三
十
日
の
会
議
に
お
い
て
、
国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る
質
疑
中
、
公
衆
傍
聴

席
の
傍
聴
人
二
名
が
議
場
へ
靴
を
投
げ
込
み
、
議
事
の
妨
害
を
し
た
の
で
、
衛
視
が
こ
れ
を
退
場
さ
せ
、
議
長
土

屋
義
彦
君
の
命
に
よ
り
、
警
察
官
庁
に
引
き
渡
し
た
。

第
百
四
十
回
国
会　

平
成
九
年
四
月
十
七
日
の
会
議
に
お
い
て
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力

及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る



五
七
二

協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
討
論
中
、
公
衆
傍

聴
席
の
傍
聴
人
が
、
大
声
を
発
し
て
ビ
ラ
を
ま
き
、
横
断
幕
を
張
り
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
け
、
議
事
の
妨
害
を
し
た

の
で
、
議
長
斎
藤
十
朗
君
の
命
に
よ
り
、
衛
視
が
こ
れ
ら
の
傍
聴
人
二
十
一
名
を
退
場
さ
せ
、
警
察
官
庁
に
引
き

渡
し
た
。

第
百
八
十
五
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
の
討

論
中
、
公
衆
傍
聴
席
の
傍
聴
人
が
議
場
へ
靴
を
投
げ
込
み
、
議
事
の
妨
害
を
し
た
の
で
、
衛
視
が
こ
れ
を
退
場
さ

せ
、
議
長
山
崎
正
昭
君
の
命
に
よ
り
、
警
察
官
庁
に
引
き
渡
し
た
。

参
照　

四
六
八
号

四
七
五　

議
院
の
会
議
の
実
況
を
中
継
放
送
す
る
と
き
は
、
議
長
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
を
要
す
る

議
院
の
会
議
の
実
況
を
ラ
ジ
オ
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
中
継
放
送
す
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
許
可
願
を
議
長
に
提

出
し
、
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
。

な
お
、
そ
の
他
院
内
か
ら
ラ
ジ
オ
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
継
放
送
を
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。



五
七
三

第
二
十
章　

紀
律
、
警
察
及
び
傍
聴　
　

第
三
節　

傍
聴　
　

（
四
七
五
）
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